
佛
教
唯
識
派
の
学
僧
に
し
て
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
ｅ
侭
目
鴨
》
目
‐

ロ
目
畷
陳
那
）
の
孫
弟
子
に
な
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
口
冨
‐

Ｈ
ｇ
四
宮
昌
法
称
六
五
○
頃
）
は
、
最
も
偉
大
な
る
佛
教
論
理
学

者
の
一
人
で
あ
り
、
イ
ン
ド
及
び
チ
、
ヘ
ッ
ト
で
は
佛
教
を
代
表
す

る
学
僧
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
か
れ
は
七
論
を
著
し
、
そ
の
う
ち

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
団
日
日
習
口
ぐ
胃
詐
陦
四
が
主
著
と

さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
イ
ン
ド
の
論
理
学
害
は
、
最
初
に
認
識
一
般
を
問
題
と

し
て
提
起
し
、
認
識
作
用
の
基
本
と
し
て
の
現
量
を
論
じ
、
次
に

推
理
、
論
証
を
問
題
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
プ
ラ
マ
ー
ナ
．
、
ワ
ー
ル

テ
ィ
カ
は
、
次
の
よ
う
な
全
く
異
例
な
順
位
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。

○

フ
ラ
マ
ー
ナ
・
ゞ
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
為
自
比
量
章
の
順

①

第
一
章
為
自
比
量
（
い
く
胃
昏
曽
ロ
ョ
冒
四
）

第
二
章
量
成
就
（
官
四
日
目
僅
巴
目
冒
）

第
三
章
現
量
（
冒
沙
ご
烏
租
）

第
四
章
為
他
比
量
（
冨
圃
Ｈ
昏
目
ロ
日
習
〕
蝉
）

と
こ
ろ
で
プ
ラ
マ
ー
ナ
．
、
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
は
、
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ

の
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
勺
国
目
冒
四
の
四
目
ｐ
ｏ
ｏ
昌
四
に
基

き
、
そ
の
説
を
敷
術
し
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
、

第
一
章
現
量

第
二
章
為
自
比
量

第
三
章
為
他
比
量

第
四
章
観
嶮
似
職

第
五
章
観
離

第
六
章
観
過
類

な
る
六
章
か
ら
な
り
、
こ
こ
に
当
然
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ

長

位崎

法

潤
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力
の
異
例
な
章
の
順
位
が
問
題
と
な
る
。
古
来
こ
の
異
例
な
順
位

に
つ
い
て
注
意
が
向
け
ら
れ
、
註
釈
家
に
と
っ
て
難
問
題
と
さ
れ

て
き
た
。
己
①
く
①
且
国
目
目
亘
と
か
綴
ご
四
目
空
は
な
ど
の
註

釈
家
は
異
例
の
順
位
を
認
め
て
い
る
が
、
旨
四
目
○
国
昏
四
国
色
目
旨

は
そ
の
順
位
に
従
わ
ず
、

第
一
章
量
成
就

第
二
章
現
量

第
三
章
為
自
比
量

第
四
章
為
他
比
量

②

な
る
伝
統
的
な
順
位
に
変
え
て
註
釈
を
加
え
て
い
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
。
ブ
ー
ル
テ
ィ

ヵ
為
自
比
量
章
に
の
み
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
に
よ
る
自
註

（
の
ぐ
四
目
匪
）
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
の
弟
子

ロ
①
ぐ
①
目
国
冒
目
冨
は
、
自
註
の
附
さ
れ
た
第
一
章
為
自
比
量
を

除
き
、
他
の
第
二
、
第
三
、
第
四
章
に
註
釈
を
書
い
て
い
る
。
従

っ
て
、
第
一
章
に
自
註
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
異
例
な
章

の
順
位
と
深
い
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
異
例
な

章
の
順
位
に
関
し
て
は
、
西
洋
及
び
イ
ン
ド
の
学
者
に
よ
っ
て
す

で
に
詳
し
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
同
．
甸
国
口
君
巴
冒
①
儲
博

士
は
こ
れ
を
問
題
と
し
た
論
文
を
発
表
し
、
為
自
比
量
章
は
も
と

門
口
煕
呂
の
号
騨
璽
喝
博
士
の
意
見
１

月
自
陣
§
①
号
鼻
爵
昌
は
か
れ
の
国
ロ
ロ
・
冒
騨
Ｆ
ｏ
唱
○
ご
○
］
・
拝

念
や
諾
ｌ
窓
）
に
お
い
て
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
・
テ
ィ
カ
の
章
の

順
位
に
関
し
て
次
の
如
く
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
か
れ
は
、
ダ
ル
マ

キ
ー
ル
テ
ィ
は
第
一
章
為
自
比
量
に
の
み
自
ら
註
釈
を
書
き
、
他

の
章
に
註
釈
を
書
く
こ
と
を
弟
子
の
己
①
ぐ
の
目
国
盲
目
目
に
委

ね
た
が
、
な
か
な
か
師
の
満
足
す
る
註
釈
が
書
か
れ
ず
、
三
度
目

も
と
独
立
し
た
著
作
で
あ
っ
た
と
い
う
説
を
発
表
し
て
い
る
。
さ

ら
に
近
年
出
版
さ
れ
た
為
自
比
量
章
の
梵
文
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
者

も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
に
関

し
て
は
す
で
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
け
加
え
る
も
の

も
殆
ん
ど
な
い
が
、
こ
の
小
稿
で
は
、
従
来
発
表
さ
れ
た
先
学
の

研
究
成
果
を
整
理
し
、
筆
者
の
意
見
を
若
干
述
一
へ
て
み
た
い
・

註
①
息
Ｈ
旨
呂
①
（
盲
は
品
（
Ｉ
章
）
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
で
は
章
を

用
い
る
こ
と
に
す
る
。

②
勺
Ｈ
四
日
脚
ロ
Ｐ
く
胃
斥
房
①
昌
昏
⑳
８
日
目
①
昇
四
ｑ
ご
］
旨
四
口
目
ｐ
‐

啓
四
口
Ｐ
ｐ
ｓ
ｐ
①
９
ず
ぐ
罰
．
印
画
己
屏
Ｈ
ご
脚
罰
四
国
①
》
Ｐ
己
も
①
ｐ
ｅ
ｘ
さ

く

］
国
○
園
の
ぐ
○
］
・
〆
〆
［
く
》
勺
四
昇
目
目
》
后
認
め
２
．
（
以
下
旨
な

る
略
語
を
用
い
る
。
）
］
冒
凹
も
伝
統
的
な
順
位
に
従
っ
て
い
る
が
、

為
自
比
量
に
対
し
て
註
釈
を
加
え
て
い
な
い
。

19



に
師
が
、
己
①
ぐ
①
ご
島
号
ｐ
Ｑ
Ｑ
目
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
全
て
の
意

味
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
表
面
的
な
意
味
は
正

し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
た
と
い
う
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
が
伝
え

る
伝
説
を
引
用
し
て
い
る
。
続
い
て
ｚ
昌
身
号
冒
目
と
勺
国
目
劉
‐

ロ
鯵
昌
言
い
３
苗
と
に
お
け
る
各
章
の
順
位
に
比
鮫
し
、
プ
ラ
マ
ー

ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
の
章
の
異
例
な
る
こ
と
を
記
し
、
最
後
に

Ｐ
・
く
○
の
ヰ
時
○
ぐ
の
報
告
に
よ
っ
て
述
、
へ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
直
接
の
弟
子
己
①
ぐ
①
且
国
冒
目
冒
は
異

例
の
順
位
を
認
め
て
い
る
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
為
自
比
量
章

に
の
み
註
釈
を
附
し
た
が
、
館
一
章
か
ら
書
き
始
め
、
他
の
章
に

対
す
る
註
釈
を
書
く
前
に
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
↑
佛
陀

論
に
関
す
る
方
法
論
に
お
い
て
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
と
っ
て
変

化
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
第
一
章
に
註
釈
を
書
く
こ
と
を
せ
ず
、

現
量
章
の
註
釈
は
ｄ
の
る
①
且
国
盲
目
旨
に
委
ね
、
最
も
難
解
な

為
自
比
量
章
に
の
み
自
ら
註
釈
を
加
え
た
。

Ｐ
．
ご
○
の
可
房
○
ｑ
の
報
告
に
は
二
つ
の
意
見
が
存
す
る
。
第
一

は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
異
例
の
順
位
に
よ
っ
て
プ
ラ
マ
ー
ナ
・

ヴ
ー
ル
テ
ィ
カ
を
書
き
、
第
一
竜
に
の
み
自
註
を
附
し
た
。
第

二
は
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ー
ル
テ
ィ
カ
の
本
頌
は
伝
統
的
な
順
位

に
よ
っ
て
い
た
が
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
為
自
比
量
章
に
の
み

自
註
を
加
え
た
の
で
、
章
の
順
位
が
歪
め
ら
れ
た
。
な
お
こ
れ
に

①

園
．
留
己
輿
ご
ａ
割
自
騨
師
の
意
見
１

両
．
野
営
輿
ご
身
少
ご
色
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・

マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
、
プ
ト
及
び
チ
ベ
ッ
ト
本
に
見
出
さ
れ
る
異
例
な
章

の
順
位
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
え

な
い
。
ダ
ル
マ
キ
ー
‐
ル
テ
ィ
は
も
ち
ろ
ん
伝
統
的
な
順
位
に
よ
っ

て
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
を
著
し
、
後
に
為
自
比
量
章
の

み
を
自
分
で
註
釈
し
た
。
そ
こ
で
己
の
ど
の
目
目
９
８
言
や
勺
国
‐

言
鼻
自
侭
呂
菌
な
ど
初
期
の
註
釈
家
は
、
そ
の
章
を
避
け
て
残

り
の
三
章
に
註
釈
を
加
え
た
。
そ
の
た
め
に
註
釈
家
の
師
に
対
す

る
敬
意
か
ら
為
自
比
量
章
が
他
か
ら
遊
離
し
て
第
一
章
に
置
か
れ

後
に
偶
頌
の
み
を
排
列
す
る
場
合
に
も
そ
の
方
法
に
従
う
慣
例
に

な
っ
た
。

剣
し
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
が
歪
め
た
の
か
、
弟
子
に
ょ
っ

て
歪
め
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

②

同
．
甸
国
冒
訓
己
冒
閏
博
士
の
意
見
１

両
．
弓
］
‐
騨
口
急
昌
冒
閏
は
次
の
よ
う
な
理
由
を
指
摘
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
第
一
章
は
独
立
の
著
作

で
あ
っ
た
と
す
る
。

側
第
一
章
は
、
そ
の
描
想
に
お
い
て
、
他
の
三
章
と
根
本
的
な
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相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
↑
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
は
＄

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
に
対
す
る
註
釈

と
し
て
書
か
れ
た
が
、
第
一
章
は
別
と
し
て
他
の
章
は
明
瞭
に
プ

ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
正
式
の
ヴ
ー
ル
テ
ィ
ヵ
で
あ
る
。
第
二
章
量
成

就
で
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
が
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
の
第
一

偶
に
与
え
て
い
る
佛
の
称
号
（
胃
四
日
習
買
：
冒
区
ご
餌
彊
＆
巨
目
当
》

③

獣
の
菌
》
“
ロ
唱
冒
Ｆ
融
剴
）
に
基
き
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
第
三
章

は
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
第
一
章
の
構
想
に
一
致
し
、
デ

④

イ
グ
ナ
ー
ガ
の
現
量
説
を
一
つ
一
つ
説
い
て
い
る
。
第
四
章
は
プ

ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
第
三
章
為
他
比
量
の
椛
成
と
一
致

す
る
。
ブ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
第
二
、
三
、
四
章
が
も
つ

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
に
対
す
る
註
釈
と
し
て
の
基
本
的

な
関
係
は
、
ロ
①
ぐ
①
邑
号
号
巨
目
目
、
勺
国
甘
巴
畠
国
唱
冒
倭
）
巨
自
〕
○
‐

国
昏
釦
邑
四
且
旨
な
ど
の
註
釈
家
に
よ
っ
て
も
当
然
考
慮
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

⑥
そ
れ
に
対
し
て
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ー
ル
テ
ィ
ヵ
第
一
章
の
内

容
及
び
表
現
は
全
く
異
っ
て
い
る
。
表
面
上
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム

ッ
チ
ャ
ヤ
に
関
係
が
あ
る
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
独
自
の
も
の

で
あ
り
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
に
よ
っ
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

⑥
第
一
＆
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
多
様
で
、
デ
ィ
グ
ナ
ー

ガ
が
論
ず
る
よ
う
な
一
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
な
い
。

㈹
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
著
作
か
ら
の
引
用
も
か
な
り
見
出
さ
れ
、

た
だ
部
分
的
に
は
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
の
文
章
に
一
致

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
函
座
目
農
侭
○
日
目
は
む
し
ろ
ｚ
詞
ご
ゅ
‐

昌
巳
自
四
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑨
従
っ
て
第
一
章
は
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
に
対
す
る

註
釈
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
固
国
白
目
四
‐

ぐ
旨
』
罵
畠
少
と
の
対
比
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
に
対
す
る
註
釈
が
当
然
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ゞ
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
第
一
章
の
欠
点
を

補
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

①
第
一
章
は
因
の
説
に
関
す
る
一
つ
の
独
立
書
で
あ
り
、
ブ
ラ

マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
と
は
何
の
関
係
も
考
え
ら
れ
な
い
。
た

だ
外
面
的
に
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
の
他
の
章
と
結
合
し

た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

⑧
こ
の
因
に
関
す
る
独
立
害
に
は
自
註
も
附
さ
れ
、
す
で
に
存

在
し
て
い
た
。
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ヴ
ー
ル
テ
ィ
カ
を
書
い
た
と
き
、

為
自
比
量
の
部
分
に
は
こ
の
独
立
害
を
用
い
、
第
三
章
に
入
れ
ず
、

最
初
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
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⑤

ロ
．
旨
こ
ぐ
騨
昌
冒
師
の
意
見
ｌ

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
第
一
章
の
校
訂
者
ロ
旨
こ
ぐ
平

日
百
は
、
そ
の
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
詳
し
く

論
じ
て
い
る
。

⑧
為
自
比
量
に
対
す
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
自
註
に
お
い
て
、

量
成
就
章
と
現
量
章
に
説
か
れ
て
い
る
内
容
を
、
ぐ
ゆ
厨
鼠
目
：

念
．
閉
）
（
現
量
章
第
三
偶
を
指
す
）
、
ぐ
農
亀
四
日
脚
口
四
目
ご
勤
守
．
高
）

（
量
成
就
章
の
数
偶
）
と
い
う
よ
う
に
未
来
形
に
よ
っ
て
言
及
し
て

い
る
か
ら
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
自
註
を
書
い
た
と
き
、
為
自

比
量
が
第
一
章
に
し
て
、
続
い
て
量
成
就
章
、
現
量
章
が
来
る
べ

き
で
あ
る
と
し
た
。

⑪
自
註
の
最
初
に
、
《
胃
昏
目
胃
９
画
ぐ
牙
の
○
四
国
印
の
冒
口
ロ
自
貝
↑
‐

国
別
国
司
目
ご
弾
・
…
．
．
（
胃
昏
四
と
色
．
胃
昏
秒
と
の
弁
別
は
比
量
に
よ
る

が
故
に
）
、
と
記
し
て
い
る
。
胃
昏
騨
は
尻
四
日
己
肉
樹
○
日
目
の
註

⑥釈
に
よ
れ
ば
四
諦
を
証
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
現
量
よ
り
比
量
の

方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

⑥
量
成
就
章
は
正
し
い
量
を
成
就
す
る
所
以
を
説
く
が
、
そ
れ

は
要
す
る
に
比
量
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
比
量
を
重
視

し
て
い
る
。
従
っ
て
為
自
比
量
に
最
も
重
要
な
位
置
を
与
え
る
た

め
に
、
自
註
を
加
え
る
と
き
第
一
章
に
し
た
。

⑥
自
註
の
最
後
に
《
胃
四
目
営
四
く
胃
詐
時
の
胃
鼻
冨
日
農
冒
目
。
‐

目
且
農
》
と
あ
り
、
明
ら
か
に
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
が
第
一

品
（
章
）
と
呼
び
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。

⑦

⑨
両
国
司
昌
肉
肖
侭
弓
国
の
註
釈
に
よ
る
と
、
量
成
就
が
第
一
章
、

現
量
が
第
二
章
（
た
だ
し
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
は
第
三
章
）
、
為
他
比
量
で
は

旨
切
鈩
が
第
三
章
、
旨
、
国
が
第
四
章
と
な
っ
て
い
る
・
チ
・
ヘ
ッ
ト

訳
は
原
本
に
忠
実
で
あ
る
か
ら
、
チ
＄
ヘ
ッ
ト
訳
の
章
の
分
け
方
か

ら
考
え
れ
ば
、
註
釈
者
は
為
自
比
量
を
第
一
章
で
あ
る
と
認
め
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
為
他
比
量
を
第
三
章
と
す
る
旨
の

Ｐ
は
、
註
釈
の
通
し
の
章
で
あ
っ
て
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ

カ
の
章
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
旨
②
ロ
○
Ｈ
色
昏
也
ロ
四
国
昌
口
を
除

き
、
他
の
註
釈
家
は
み
な
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
自
註
を
書
く

と
き
変
え
た
よ
う
に
、
為
自
比
量
を
第
一
章
に
置
い
た
の
で
あ
る
。

属
“
目
鼻
樹
○
日
旨
の
註
釈
（
九
七
頁
）
に
お
い
て
現
量
章
を
第
三

章
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
、
困
胃
目
冨
唱
日
旨
も
為
自
比
量
を
第

一
章
と
し
て
い
る
。

①
伝
統
的
な
順
位
に
従
っ
て
註
釈
し
た
旨
四
コ
○
国
昏
鱒
目
四
目
旨

は
第
二
早
量
成
就
の
壁
頭
に
当
然
帰
敬
偶
を
置
い
て
い
る
が
、
ダ

ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
そ
の
帰
敬
偶
を
為
自
比
量
の
冒
頭
に
置
き
、

界
一
目
農
晶
○
日
目
は
そ
の
帰
敬
偶
を
為
自
比
量
の
要
部
で
あ
る

⑧

と
し
て
い
る
。

n句
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だ
い
た
い
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
最
初

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
を
著
し
た
と
き
伝
統
的
な
順
位
に

従
っ
た
が
、
最
も
重
要
な
為
自
比
量
の
自
註
を
書
い
た
と
き
に
、

そ
れ
を
第
一
章
に
し
た
と
結
論
し
て
い
る
。

りく

罰
．
の
己
呂
博
士
の
意
見
Ｉ

閃
⑦
］
］
○
屋
は
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
前
に
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。
こ
の
異
例
な
章
の
順
位
に
対
し
、
古
く
か
ら
イ
ン
ド

及
び
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
の
論
理
学
者
が
注
意
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

］
旨
璽
窃
ｌ
澤
弓
）
と
旨
四
口
○
国
昏
騨
ロ
四
目
旨
と
が
伝
統
的
な
順
位

に
変
え
て
註
釈
し
て
い
る
。
］
旨
騨
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歪
め
ら
れ

た
順
位
は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
の
責
任
で
は
な
く
、
あ
ま
り

利
発
で
な
い
彼
の
弟
子
ロ
①
ぐ
①
目
国
冒
目
目
の
た
め
で
あ
る
。

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
己
①
ぐ
①
且
３
９
目
冨
に
第
三
章
（
為
自

比
量
）
ほ
ど
難
解
で
は
な
い
第
一
、
第
二
、
第
四
章
の
註
釈
を
書

く
よ
う
に
依
頼
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
で
ロ
①
ぐ
①
目
国
‐

ｇ
＆
宮
が
為
自
比
量
章
を
第
一
章
に
置
き
、
章
の
順
位
を
変
え

、

た
。
己
①
ぐ
①
ロ
日
四
ヴ
ロ
Ｑ
・
宮
》
嵐
四
日
四
両
凹
唱
目
冒
》
の
酔
丙
昌
餌
目
色
丘
》

、

の
目
冨
国
口
画
口
目
等
は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
始
ま
る
歪
め
ら
れ

た
順
位
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
紹
介
に
続
い
て
、
次
の
よ

う
な
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

⑧
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
用
い
て
い
る
未
来
形
〔
旨
ぐ
鳥
亀
四
‐

日
：
（
や
霞
』
息
）
は
Ｋ
に
よ
れ
ば
第
三
章
第
三
偶
ａ
、
昇
昌

ロ
ヰ
胃
自
国
く
凹
厨
剴
目
農
令
白
呂
』
こ
）
は
Ｋ
に
よ
れ
ば
第
四
章
第

二
七
三
偶
ｂ
１
ｌ
二
七
四
偶
ａ
、
ぐ
爵
亀
餌
白
目
四
国
詳
箇
（
や
弓
旨
・
岳
）

は
第
二
章
第
一
四
九
偶
以
下
、
ぐ
鳥
喝
胃
の
３
吋
璽
冒
四
房
の
目
号

令
］
麓
』
屋
ｅ
は
Ｋ
に
よ
れ
ば
第
三
章
第
四
九
三
ｂ
〕
は
明
ら
か

に
他
の
章
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
章
の
順
位
が
歪
め
ら
れ
た
の
は

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
に
よ
る
。

⑤
量
一
般
、
現
量
は
、
そ
れ
を
知
る
主
体
の
側
に
お
け
る
正
し

い
比
量
を
予
想
し
て
い
る
か
ら
、
比
量
は
量
成
就
章
、
現
量
章
の

前
に
論
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
為
自
比
量
、

そ
し
て
比
量
一
般
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
の
章
は
、
ダ
ル
マ
キ

ー
ル
テ
ィ
に
よ
っ
て
他
の
章
の
序
文
と
考
え
ら
れ
た
。

⑥
こ
れ
に
関
連
し
て
、
自
註
に
お
け
る
壁
頭
の
文
章
（
勢
耳
目
‐

口
騨
崗
汁
彦
蝕
ご
プ
『
の
の
四
目
四
⑳
望
山
口
ｐ
Ｈ
己
倒
口
倒
か
Ｈ
四
竜
Ｐ
庁
ご
倒
計
計
画
（
一
国
一
己
Ｈ
騨
威
宅
騨
詐
庁
①
、
計
画
Ｑ
‐

ぐ
制
ぐ
四
ｍ
啓
３
画
目
乱
冒
）
は
注
目
に
値
い
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て

厨
色
目
鳥
樹
○
目
白
は
次
の
よ
う
に
註
釈
し
て
い
る
。
「
も
し
ア

ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
・
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ

チ
ャ
ャ
を
註
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
か
れ
は
比
量
を

独
立
に
建
立
す
る
の
で
あ
る
か
。
胃
昏
曽
胃
昏
四
等
の
語
は
そ
の

疑
を
否
定
す
る
。
胃
昏
四
は
利
益
で
あ
り
、
営
冑
昏
四
は
不
利
益
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で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
弁
別
す
る
の
は
比
量
に
よ
る
。
：
：
・
・
（
換
言

す
れ
ば
）
比
量
に
よ
っ
て
利
益
な
る
も
の
と
不
利
益
な
る
も
の
と

を
決
定
し
て
、
比
量
に
従
い
結
び
つ
い
て
は
た
ら
く
知
に
よ
っ
て

〔
人
は
〕
善
を
得
、
悪
を
排
除
す
る
た
め
に
特
に
利
益
、
不
利
益

⑩

を
建
立
す
る
。
」

罰
．
①
冒
呂
は
以
上
に
よ
り
て
、
伝
統
に
反
し
た
章
の
順
位
は

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ダ
ル

マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
最
初
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
↑
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
を
書
い
た

と
き
↑
す
で
に
そ
の
よ
う
な
順
位
に
よ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は

何
も
言
及
し
て
い
な
い
が
、
初
め
か
ら
為
自
比
量
に
は
自
註
が
附

さ
れ
、
第
一
章
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
第

一
章
為
自
比
量
を
他
の
章
に
対
す
る
意
味
の
広
い
序
論
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。

註
①
国
．
四
日
目
〕
閏
ぐ
習
詐
房
四
日
ご
陰
＆
昌
色
目
星
目
国
固
門
匡
、
ａ
・

ず
閏
”
．
、
国
回
屏
判
ご
倒
望
閏
〕
④
》
雪
邑
Ｃ
ｐ
ｓ
〆
８
］
切
○
同
め
ど
巳
・
〆
〆

［
ぐ
》
岳
認
》
雨
〕
Ｈ
①
菌
（
い
①
｝
も
．
Ｅ
）
］
‐
く
．

②
ご
尉
園
の
号
①
貝
○
］
鴨
戸
目
包
潤
昇
降
叫
旨
〕
侭
〔
一
①
Ｈ
弓
①
鳥
⑦
己
彦
秒
‐

国
ご
四
国
昇
房
》
ぐ
○
国
両
．
旬
Ｈ
胃
員
ご
己
旨
自
》
シ
閏
毎
吋
閂
、
シ
】
国
①
黒
‐

、
巳
臼
己
津
同
国
の
日
刊
旨
ゴ
ヨ
ざ
］
庁
胃
圃
昌
冒
の
画
⑦
①
盲
目
冨
冨
頤
』
旧
の
５
‐

識
昏
”
〕
］
や
⑳
Ｐ

③
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
量
成
就
章
が
全
く
こ
れ
に
よ
っ
て

い
る
こ
と
は
ロ
．
・
旨
．
ｚ
侭
胃
○
日
』
も
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

肖
澤
の
司
引
淨
日
①
婁
○
同
丙
○
詫
命
ロ
①
弓
局
凹
目
四
口
い
く
脚
昇
は
丙
伊
碗
○
ｏ
舜
民

］
○
巨
片
口
己
旦
計
画
①
琵
日
①
Ｈ
５
四
国
○
国
①
ロ
斤
巴
の
Ｏ
Ｂ
鼻
ざ
『
里
ご
切
鱒

、

己
己
．
四
ｍ
い
－
い
つ
つ

④
戸
崎
宏
正
氏
も
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
「
プ
ラ
マ
ー
ナ

・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
」
と
「
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
」
ｌ
現

量
章
の
構
成
Ｉ
（
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
十
巻
、
第
一
号
）

⑤
普
目
昏
習
昌
冒
幽
揮
四
‐
圃
凰
○
呂
①
§
ご
己
冒
員
巨
曾
冨
昌
》
且
．
耳く

ご
・
筥
巴
ぐ
色
目
く
鱈
〕
国
旨
白
口
ぐ
］
普
く
Ｐ
ぐ
昼
く
四
置
く
砂
ｚ
①
ロ
巳
屈
Ｐ
ご
色

く

く

ト

め
ゅ
ロ
銃
声
時
再
切
の
凰
閉
ぐ
巳
．
目
．

⑥
届
出
ｇ
耳
ｑ
母
ゅ
口
四
“
も
Ｈ
色
目
②
ｐ
い
く
胃
詳
房
湧
旦
ご
冨
肖
昌
由
固
吋
は
》

の
昇
働
Ｈ
守
宮
脚
ロ
ロ
門
口
四
目
四
‐
ロ
四
国
。
○
彦
⑦
Ｑ
色
）
昼
ご
詳
彦
計
ぽ
①
酔
口
計
彦
○
Ｈ
硬
く
Ｈ
詐
武

窪
国
Ｑ
い
匡
亨
ｏ
○
日
目
①
ロ
オ
ｐ
Ｈ
ぐ
且
因
四
月
ロ
凹
丙
四
ｍ
ｏ
日
日
》
跨
二
騨
彦
ゆ
ず
四
只

后
亀
．
（
以
下
民
な
る
略
語
を
用
い
る
。
）

⑦
弓
国
目
煙
口
笛
『
胃
斥
時
ゆ
ず
琶
凶
豐
胃
四
日
○
門
ぐ
閏
は
丙
皀
目
丙
胃
農
具

勺
圃
司
倒
穴
鼬
同
猪
口
冒
四
且
．
ヴ
罰
阿
，
め
四
画
胃
ご
御
国
四
目
色
》
属
．
勺
．

宕
昌
搦
尋
、
巴
両
①
い
①
四
吋
ｇ
旨
い
冒
目
菌
》
弓
四
目
四
》
ご
認
．
（
以
下

勺
属
な
る
略
語
を
用
い
る
。
）

③
Ｋ
に
よ
れ
ば
、
論
の
完
成
を
祈
る
た
め
に
論
を
著
す
前
に
帰
敬
偶

を
つ
け
る
の
が
イ
ン
ド
の
著
述
家
の
習
慣
で
あ
る
と
述
・
、
へ
て
い
る

が
、
こ
の
帰
敬
偶
が
為
自
比
量
の
要
部
で
あ
る
と
は
記
し
て
い
な

い
よ
誇
う
で
あ
る
。

⑨
ゴ
５
酎
酋
昌
騨
国
四
乱
尺
尊
時
四
日
且
己
彦
胃
目
騨
冨
凶
曾
８
．
９
因

Ｑ
５
屏
静
目
’
旨
○
国
①
冒
国
房
”
○
日
四
〆
〆
昌
胃
》
冒
茸
且
屋
鼻
］
○
昌

〆
く
ｌ
桝
昌
目
．
（
以
下
⑦
な
る
略
語
を
用
い
る
。
）

⑩
嗣
己
や
や
印
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以
上
の
意
見
を
総
合
す
れ
ば
、
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
こ
と
力靭、’

て
き
る
。

④
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
従
来
の
伝
統
に
従
わ
ず
、
為
自
比
量

に
対
す
る
特
別
の
配
慮
ま
た
は
全
体
に
対
す
る
序
論
と
し
て
の
意

味
か
ら
為
自
比
量
を
第
一
章
と
し
、
続
い
て
第
二
章
量
成
就
、
第

三
章
現
量
、
第
四
章
為
他
比
量
と
い
う
独
自
の
構
成
に
よ
っ
て
プ

ラ
↓
、
－
ナ
．
、
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
を
著
作
し
、
そ
の
第
一
章
に
の
み
自

註
を
附
し
た
。
〔
戸
①
巨
昌
》
崖
．
ぐ
Ｃ
“
茸
房
○
ぐ
の
第
一
意
見
〕

③
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ゞ
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
の
本
頌
を
書
い
た
と
き
、
伝

統
に
従
っ
て
第
一
章
量
成
就
、
第
二
章
現
量
、
第
三
章
為
自
比
量

第
四
章
為
他
比
量
な
る
順
位
で
あ
っ
た
が
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ

が
為
自
比
量
章
を
重
視
し
、
自
ら
註
釈
し
た
た
め
に
、
章
の
順
位

が
歪
め
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
。
（
こ
れ
に
は
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ

ィ
自
身
が
第
一
章
と
し
た
と
い
う
説
と
弟
子
が
な
し
た
と
い
う
意

見
と
が
あ
る
。
〔
局
．
断
己
員
辱
ご
鯉
口
四
』
ご
旨
巴
ご
騨
昌
制
．
シ
，
く
。
、
‐

耳
房
○
ぐ
の
第
二
の
意
見
〕
）

⑥
最
初
は
自
註
を
附
し
た
独
立
の
著
作
で
あ
っ
た
が
、
後
に
ダ

ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
を
書
い
た
と

き
、
第
一
章
と
し
て
そ
れ
に
加
え
た
。
〔
固
即
騨
巨
乏
騨
旨
閏
の
意
見
〕

三

さ
て
＄
こ
れ
ら
の
意
見
に
共
通
し
て
明
瞭
な
る
点
は
、
ダ
ル
マ

キ
ー
ル
テ
ィ
の
自
註
が
附
さ
れ
た
為
自
比
量
が
第
一
章
で
あ
る
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
初
期
の
註
釈
家
が
認
め
て

い
る
こ
と
、
及
び
自
註
に
お
い
て
未
来
形
を
も
っ
て
他
の
章
の
内

容
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
ダ
ル

マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
に
よ
っ
て
第
一
章
と
な
さ
れ
た
の
か
、
弟
子

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
、
が
問
題
に
な
る
が
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル

テ
ィ
自
身
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
弟
子
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
初
期
の
註
釈
家
は
言
及
す
る

で
あ
ろ
う
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
自
身
に
よ
っ
て
第
一
章
と
な
さ

れ
、
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
て
あ
ろ
う
。

ま
た
本
頌
を
書
い
た
時
、
伝
統
的
な
章
の
順
位
に
従
っ
て
い
た
か

否
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
次
に
根
本
的
な
問
題
は
、

為
自
比
量
を
第
一
章
と
な
し
た
理
由
で
あ
る
が
↑
比
量
を
重
視
し
、

全
体
の
序
論
と
し
て
の
意
味
か
ら
第
一
章
と
な
し
た
と
い
う
説
と

独
立
の
著
作
で
あ
っ
た
と
す
る
意
見
と
に
分
れ
て
い
る
。
両
意
見

と
も
納
得
で
き
る
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

点
も
見
出
さ
れ
る
。
比
量
を
単
に
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
と
の
関
係
に
お
い
て
第
二
旱
を
論

じ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
序
論
で
あ
る
な
ら
ば
、
為
自
比
量
章
と

す
ゞ
へ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
独
立
の
著
作
で
あ
っ
た
と
す
る
な

のF
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ら
ぱ
＄
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ヅ
チ
ャ
ヤ
に
対
す
る
註
釈
と
し
て
の

意
味
を
も
つ
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
に
加
え
た
理
由
が
明

ら
か
に
な
ら
な
い
し
、
自
註
に
見
出
さ
れ
る
未
来
形
も
問
題
に
な

る
。
筆
者
の
結
論
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、
今
迄
紹
介
し
た
資
料

を
多
少
訂
正
し
、
ま
た
は
補
足
し
て
お
き
た
い
。

己
．
冒
己
ぐ
四
目
胃
が
弓
国
言
蔦
自
侭
眉
曾
の
註
釈
に
お
け
る

章
の
分
け
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
閃
、
齪
鼻
目
箇
箇
目
色

が
記
す
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
に
よ
っ
た
た
め
に
見
落
し
が
あ
る
。
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
と
チ
・
ヘ
ッ
ト
訳
と
の
対
照
を
示
せ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
）
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
）

量
成
就
第
一
章
第
一
章

現
量
第
二
章
第
三
章

為
他
比
量
１
川
刈
蓉
窪
考
睾
》
呼
一
第
四
章

罰
．
の
目
胃
ご
豊
国
ご
Ｐ
が
用
い
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
マ
｜
豆

ス
ク
リ
プ
ト
に
は
二
種
あ
り
、
旨
い
Ｐ
は
く
ぎ
自
陣
ｏ
餌
且
国
の

書
写
、
旨
ゅ
団
は
ロ
冒
沙
邑
餌
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

①

る
。
Ｐ
，
の
ど
蔚
冨
Ｈ
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
両
学
僧
は

ぐ
時
国
目
鼠
旨
寺
院
の
住
職
段
ご
鼠
崗
号
冨
身
Ｐ
と
と
も
に

周
昌
目
く
旦
四
王
に
招
か
れ
て
チ
、
ヘ
ッ
ト
に
入
っ
た
と
伝
え
ら
れ

②

て
い
る
。
入
蔵
年
代
は
一
二
○
四
年
で
あ
る
。
旨
、
シ
は
紙
に
書

か
れ
、
く
ぎ
宮
目
旨
包
且
国
が
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
の
蟹
‐
の
ご
餌
の
一
寺
院

で
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
印
団
は
己
目
印
圏
盲
が
イ
ン
ド
で

③

書
写
し
た
も
の
ら
し
い
。
従
っ
て
旨
、
シ
の
書
写
は
一
二
○
四
年

以
後
、
昌
印
団
は
一
二
○
四
年
以
前
に
な
る
が
、
両
マ
’
－
１
ス
ク

リ
プ
ト
は
お
お
よ
そ
一
二
○
四
年
を
中
心
に
し
て
耆
写
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

一
方
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、
四
国
冒
目
ロ
鄙
喝
巴
宮
と
国
○
国
四
画

堀
切
Ｈ
§
と
の
共
訳
で
あ
り
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
に
お
い
て
訳
出
さ

れ
た
と
、
コ
ン
ポ
史
が
記
す
。
四
○
国
錘
ロ
温
め
Ｈ
号
は
一
七
歳
の

時
（
一
○
七
五
年
頃
）
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
ヘ
留
学
し
、

④

一
七
年
間
の
留
学
期
間
中
に
こ
の
訳
出
を
行
な
っ
た
。
従
っ
て
一

○
七
五
年
か
ら
一
○
九
二
年
ま
で
の
間
に
訳
出
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
↑
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
・
マ
｜
豆
ス
ク
リ
プ
ト
が
書
写
さ
れ
る
よ

り
一
○
○
年
以
前
の
訳
出
に
な
る
。
従
っ
て
各
々
の
マ
’
－
１
ス
ク

リ
プ
ト
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
ず
旨
印
シ
が
第
一
、
第
二
、
第
三
と
章
を
分
け
て
い
る
の

は
註
釈
と
し
て
の
章
の
分
け
方
で
あ
る
。
旨
ｍ
閃
は
第
一
、
第
二
、

第
四
と
な
し
て
第
三
だ
け
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
第

三
と
し
て
為
自
比
量
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
故
に
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
・
マ
’
一
『
一
ス
ク
リ
プ
ト
は
両
者
と
も
に
為
自
比
量
が
第
一

、ハ

ム0



章
で
あ
る
と
は
な
し
て
い
な
い
。
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
は
第
一
、
第
三
、

第
四
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
は
第
二
の
間
違
い
と
考
え
れ
ば
、

第
一
に
為
自
比
量
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
第
三
が
第
二
の

間
違
い
と
す
れ
ば
、
第
三
に
為
自
比
量
を
予
想
し
た
こ
と
に
な
り
、

こ
の
点
暖
味
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
三
種
の
言
豆

ス
ク
リ
プ
ト
が
伝
え
る
章
の
分
け
方
を
見
れ
ば
、
第
一
、
第
二
、

第
三
な
る
註
釈
独
自
の
分
け
方
（
旨
い
と
、
為
自
比
量
を
第
三
に

置
く
伝
統
的
な
順
位
（
旨
の
国
）
、
及
び
（
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
の
第
一
章
を

第
二
章
の
誤
り
と
す
れ
ば
、
）
為
自
比
量
を
第
一
に
置
く
ダ
ル
マ
キ

ー
ル
テ
ィ
独
自
の
順
位
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
マ
｜
豆
ス
ク
リ
プ
ト
に
お
け
る
章
の
順
位
は
す
べ
て
註
釈

者
厚
且
副
官
国
唱
耳
Ｐ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
註
釈
者
は
恐

ら
く
自
ら
註
釈
し
た
部
分
を
第
一
、
第
二
、
第
三
と
呼
ん
だ
か
も

し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
の
章
の
順

序
に
関
し
て
す
で
に
イ
ン
ド
に
お
い
て
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
た

め
に
、
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
が
読
ま
れ
、
書
写
さ
れ
る
過
程
に
お

い
て
章
の
番
号
の
変
更
が
な
さ
れ
た
も
の
で
、
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ

ト
は
当
時
に
お
け
る
意
見
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
今
へ
き

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
厚
且
目
冨
国
唱
胃
騨
自
身
、
こ
の
異
例
な
章
の
順

位
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
れ
の

註
釈
に
お
け
る
為
他
比
量
章
は
次
の
よ
う
な
文
章
に
よ
っ
て
始
ま

づ
（
〕
○

《
印
ぐ
倒
局
計
丘
画
ロ
ロ
時
目
鯉
口
騨
邑
夢
旨
汁
四
吋
⑳
Ｈ
ｐ
も
Ｐ
門
口
Ｈ
汁
面
倒
ロ
口
買
』
副
ロ
四
門
目
目
●
く
ゅ
‐
⑤

訂
．
い
く
胃
昏
倒
ロ
ロ
日
勤
ロ
苔
胃
ぐ
ご
秒
丙
鼻
ぐ
算
も
胃
胃
昏
倒
ロ
ロ
目
目
四
男
蝕
．
〕

（
為
自
比
量
の
直
後
に
為
他
比
量
が
語
ら
れ
る
。
為
他
比
量
に

と
っ
て
為
自
比
量
は
前
に
属
す
る
も
の
な
る
が
故
に
。
）

こ
の
文
意
は
明
ら
か
な
如
く
、
為
自
比
量
は
為
他
比
量
の
前
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
為
自
比
量
の
直
後
に
為
他
比
量
が
語

ら
れ
る
の
が
順
序
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
か

れ
は
む
し
ろ
伝
統
的
な
順
位
を
支
持
す
る
態
度
を
示
し
、
実
際
は

為
自
比
量
が
第
一
章
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
本
来
は
為
他
比

量
の
前
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
異
例
な

章
の
順
位
に
従
わ
な
い
昌
曾
芦
○
国
苔
四
口
四
目
目
に
お
い
て
も
共
通

し
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
れ
は
為
自
比
量
を
第
三
章
に

お
い
て
註
釈
し
、
そ
の
最
初
の
部
分
に
次
の
よ
う
な
類
似
し
た
表

現
を
も
っ
て
記
す
。

《
…
菌
茸
四
の
ぐ
胃
昏
四
目
苞
劉
白
目
ご
巴
肉
冨
く
冒
四
ヨ
①
苗
９
日
ぐ
ゅ
‐

⑥

』
門
秒
計
ぐ
画
一
庁
も
沙
吋
倒
局
匙
］
凹
め
『
臼
．
』

（
そ
の
う
ち
為
自
〔
比
量
〕
が
今
説
か
る
、
へ
き
で
あ
る
。
為
他

〔
比
量
〕
に
と
っ
て
そ
れ
は
前
に
属
す
る
も
の
な
る
が
故
に
。
）

こ
の
よ
う
に
冒
醇
ロ
○
国
警
四
口
四
口
日
ロ
は
為
自
比
量
を
第
三
章
と

oワ
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し
て
註
釈
す
る
理
由
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
従
来
伝
え
ら
れ
て
い
る
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー

ル
テ
ィ
カ
で
は
為
自
比
量
が
第
一
章
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

己
①
ぐ
の
屋
号
§
巨
旦
口
冨
』
閨
］
皇
か
目
臼
は
．
民
肖
冨
丙
侭
○
目
目
の
三

註
釈
家
は
い
ず
れ
も
七
世
紀
に
属
し
、
ほ
ぼ
同
年
代
に
活
躍
し
て

お
り
、
最
も
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
近
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か

れ
ら
は
三
者
と
も
異
例
な
順
位
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
を
最
初
に

批
判
し
た
の
が
、
少
し
時
代
が
さ
が
る
吋
国
言
鴬
肖
侭
呂
冨
（
八

世
紀
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
］
旨
酔
（
八
’
九
世
紀
）
、
冒
郁
Ｂ
Ｃ
愚
昏
騨
ご
鱒
！

且
旨
（
一
○
’
一
三
世
紀
）
に
受
継
が
れ
た
と
見
る
ゞ
へ
き
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
何
故
に
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
為
自
比
量
に
の
み
自

註
を
附
し
、
第
一
章
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
甸
国
口
葛
昌
冒
①
Ｈ

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
二
、
第
三
、
第
四
は
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム

ッ
チ
ャ
ャ
に
対
す
る
註
釈
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第

三
旱
は
そ
の
構
想
に
お
い
て
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
。
鼠
耳
は
函

と
は
、
原
文
の
字
句
に
従
っ
て
註
釈
を
加
え
る
一
〕
冨
亀
鯉
と
か

画
厨
と
は
異
り
、
自
由
に
批
評
を
加
え
る
と
こ
ろ
の
註
釈
で
あ
る
。

プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ゞ
ワ
ー
ル
テ
ィ
カ
は
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ

に
対
す
る
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
で
あ
る
と
す
る
が
、
第
一
章
は
そ
の
役

割
を
完
全
に
果
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ

チ
ャ
ヤ
の
為
自
比
量
章
と
は
関
係
の
な
い
問
題
を
第
一
章
で
は
論

じ
、
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
の
意
味
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら

に
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
で
あ
る
な
ら
ば
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
。
サ
ム
ッ
チ
ャ

ャ
の
章
に
従
う
寺
へ
き
で
、
為
自
比
量
を
第
一
章
と
す
今
へ
き
で
は
な

か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
関
し
、
嵐
閏
冒
冨
唱
日
目
も
言

及
し
て
い
る
。
”
．
○
口
目
も
こ
の
註
釈
に
注
目
し
、
す
で
に
第

二
節
で
引
用
し
た
が
、
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
再
び
こ
こ

に
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

’
も
し
ア
ー
チ
ャ
ー
ル
ヤ
・
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
プ
ラ
マ
ー

ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
を
註
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
に
か

れ
は
独
立
に
比
量
を
建
立
す
る
の
で
あ
る
か
。
そ
の
疑
を
否
定
し

て
言
う
。
肖
吾
曽
閏
普
段
等
で
あ
る
。
閂
昏
騨
は
利
益
で
あ
り
、

四
口
目
苔
沙
は
不
利
益
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
弁
別
す
る
の
は
比
量
に

よ
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
比
量
に
よ
っ
て
利
益
な
る
も
の
と
不
利

益
な
る
も
の
と
を
決
定
し
て
、
比
量
に
従
い
結
び
つ
い
て
は
た
ら

く
知
に
よ
っ
て
〔
人
は
〕
善
を
得
、
悪
を
排
除
す
る
た
め
に
特
別

⑦

に
利
益
、
不
利
益
を
建
立
す
る
。
」

尻
騨
息
農
紺
○
冒
旨
の
註
釈
か
ら
次
の
こ
と
が
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
章
が
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
の
為
目
比
量
に
対
す
る

註
釈
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
に
為
自
比

量
は
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
と
の
関
係
な
し
に
説
い
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
当
然
起
り
う
る
が
、
そ
れ
は
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胃
昏
冒
胃
昏
騨
等
の
語
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
プ
ラ

マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
に
対
す
る
註
釈
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
比
量
が
人
間
の
知
的
行
為
に
と
っ
て

特
に
重
要
と
考
え
る
た
め
、
ま
ず
為
目
比
量
を
論
ず
る
の
で
あ
る

と
い
う
意
趣
で
あ
る
。

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
、
胃
昏
倒
ロ
胃
生
国
ａ
ぐ
①
の
自
国
⑳
雷
日
口
目
騨
‐

⑧

ロ
鼠
『
四
冒
武
『
鼻
（
利
益
、
不
利
益
の
弁
別
は
比
量
に
よ
っ
て
い
る
か

ら
）
に
続
き
、
冨
号
巷
叶
陣
は
冨
詐
の
切
冨
牙
く
湧
く
儲
昏
§
色
目
箇
冨

（
そ
れ
、
す
な
わ
ち
比
量
に
閥
す
る
意
見
の
相
違
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
安
立
す
る
た
め
に
曰
く
）
と
述
、
へ
、
第
一
偶
を
説
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
比
量
は
最
も
重
要
視
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、

比
量
に
関
し
て
意
見
の
相
違
が
あ
る
か
ら
、
ま
ず
為
自
比
量
を
説

か
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

ダ
ル
ゴ
、
キ
ー
ル
テ
ィ
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
学
説
を
踏
襲
し
な
が

ら
独
自
の
説
を
展
開
し
た
。
そ
の
う
ち
最
も
独
自
な
学
説
の
発
展

は
比
量
、
と
く
に
為
自
比
量
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
自
性
因
！
所

作
因
、
不
認
得
因
な
る
学
説
は
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
為
自
比
量
に
は

見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
ア
ポ
ー
ハ
説
に
関
し
て
も
新
し
い
展
開
が

あ
る
。
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
ま
ず
独
自
の
学
説
を
ま
と
め
て
説

く
た
め
に
自
註
を
附
し
た
為
自
比
量
を
著
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
チ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
に
対
す
る
註
釈
と
し
て

の
意
味
を
感
じ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
ず
に
書
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

プ
ラ
ー
、
－
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
が
。
フ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ

ャ
に
対
す
る
註
釈
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
の
章
に
従
っ
て
註
釈
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
、
ゞ
ワ
ー
ル
テ

ィ
カ
の
意
味
を
非
常
に
広
く
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
必
ず
し

も
章
通
り
註
釈
す
る
必
要
も
な
く
、
新
た
に
章
が
必
要
と
認
め
れ

ば
そ
れ
を
立
て
る
こ
と
を
し
、
章
の
順
位
に
も
こ
だ
わ
ら
ず
、
自

由
に
註
釈
を
加
え
る
と
い
う
考
え
の
も
と
で
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー

ル
テ
ィ
カ
を
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
な

け
れ
ば
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
に
基
い
て
い
る
点
も
あ

る
が
、
一
致
し
な
い
点
も
多
い
ブ
ラ
マ
ー
ナ
・
ブ
ー
ル
テ
ィ
ヵ
を

ブ
ー
ル
テ
ィ
カ
と
し
て
名
づ
け
る
根
拠
が
理
解
で
き
な
い
。
特
に

独
自
の
説
を
述
べ
よ
う
と
す
る
場
合
、
註
釈
と
い
う
こ
と
に
拘
束

さ
れ
て
は
完
全
に
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
章
為
自
比
量
は
ブ
ー
ル
テ
ィ
ヵ
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
独
創
説
を
説
く
た
め
に
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ

と
の
関
連
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
両
．
蜀
国
ロ
‐

急
巴
冒
①
Ｈ
は
自
註
に
お
け
る
引
用
は
む
し
ろ
ｚ
薗
圃
冒
巳
合
國
か

ら
で
あ
り
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ャ
と
は
無
関
係
で
あ
る

と
す
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
に
部
分
的
に
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一
致
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
の
引
用
も
多
く
見
出
さ
れ

る
。
ま
た
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
と
の
関
係
が
少
い
の
は
、

主
に
独
創
説
を
論
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
序
論
と
し

て
第
一
章
を
書
い
た
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
比
量
を
極
度
に
重
視

し
、
か
れ
の
独
創
説
を
論
ず
る
た
め
に
ま
ず
為
自
比
量
を
書
き
、

目
註
を
附
し
て
そ
の
説
を
明
ら
か
に
し
、
第
二
早
と
し
た
。

註
①
勺
嵐
の
序
文
。

②
稲
葉
正
就
教
授
の
御
教
示
に
よ
る
。

③
弔
〆
に
お
け
る
閃
．
齪
爵
稗
箇
冨
口
四
の
序
文
（
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
文
）
に
よ
る
。

④
稲
葉
正
就
教
授
「
チ
ベ
ッ
ト
中
世
初
期
に
お
け
る
般
若
中
観
諭

書
の
訳
出
」
（
下
）
（
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
５
号
）
十
三
’
十
四
頁
。

⑤
弔
民
や
農
式

⑥
旨
や
路
函

⑦
〆
噌
．
や
回

③
○
や
房
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